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お客様の紹介 会社情報

株式会社エイチワン様
CADmeisterを活用した金型設計システムの構築

プレス金型設計自動化・3Dダイレイアウトの運用に向けた取り組み

株式会社エイチワンは、金型設計自動化ならびにダイレイアウト設計の3D化に挑戦している。取

り組みの結果、金型設計工数削減を実現した。特にモデリング作業においては1年目設計者、4年

目設計者ともに大幅削減となり効果を確認している。

所在地：
本社 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-11-5
郡山工場 福島県郡山市喜久田町菖蒲池17

設立：
昭和14年 9月29日

事業内容：
自動車部品および、二輪部品等各種金属のプレス
および溶接加工
金型溶接設備製造

WEB：
https://www.h1-co.jp/

株式会社エイチワン

株式会社エイチワンは自動車車体フレームの開

発・生産を主力事業として、グローバルな供給

体制を確立している企業である。

自動車メーカーと共同で車体フレーム研究開発

を行うところから始まり、そこで作成された設

計データをもとに開発領域内でデジタルエンジ

ニアリングを駆使することで、高精度な金型の

製作と効率的な溶接ラインの構築を行っている。

また、生産領域おいては、独自の生産管理シス

テムの基に、安定的かつ効率的な量産を行って

おり、研究開発から量産までの自社一貫体制を

確立している。

BASE、DESIGN-PKG、DIE-LAYOUT、Dynamic-Navigator 他

金型設計金型設計のスキルレベルによる品質、

コスト、納期（Q・C・D）のばらつきに対処

するため、OJT等の教育を通じてスキルアッ

プを図ってきたが、その限界を感じていた。

金型設計工数削減を実現。特にモデリング

作業では1年目設計者、4年目設計者ともに

50～65%の削減率となった。
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エイチワンでは金型設計に求められる要素「Q・C・D」が設計担当者のスキルレベルによってばらつきが生じてしまう

という課題があった。構造設計は、国内では入社1～3年目の新人設計者が担当しており、海外では設計者の入れ替わり

が早く定着率が低い状況で、どちらも設計経験の浅い設計者が担当していた。そのため、ベテラン設計者と比較すると

不具合が多く、設計にも時間がかかっていた。対策としてOJT等の教育によりスキルアップを図ってきたが効果が上が

らず、設計者のスキルに頼らずに「Q・C・D」を満たすために、金型の自動設計に挑戦することになった。システムの

選定にあたっては、金型設計専用機能が開発され続けていること、Excelからコマンドを実行できるExcel連携機能があ

ることからCADmeisterが選定された。

課題は金型設計のスキルレベルによるQ・C・Dのばらつき

金型自動設計と3Dダイレイアウト設計により工数を最大70%削減

構造検討作業・モデリング作業の完全自動化に向けて

金型設計規格の基準や計算結果で決まるものは、しきい値方式として自動化ロジックの構築と数値化を進める。一方で設

計者の経験・ノウハウで決まるものはAI技術の活用を模索する予定である。DL領域の自動設計も拡大していき、さらなる

金型設計との連携を目指す。

2024年2月取材

最初の取り組みとして、設計者の作業工数分析を行った。その結果、作業全体のうち構造検討が2割、モデリングが4割を

占めていることが判明した。構造検討は金型構造や工程への理解度が影響し、モデリングはCAD操作の習熟度や理解度に

よって工数と作業時間に影響する。それを踏まえて金型自動設計システム開発のコンセプト（以下3点）を定義した。

・設計者が条件に合った設定を「正しく」・「迷わず」 選べる仕組みにする。

・スキルに依存せずに、少ない手数でモデリングできる仕組みにする。

・設計ノウハウを” 人 ”ではなく” システム ”に蓄積できるようにする。

金型自動設計においては、“Excelをユーザーインターフェースとした設計ナビゲーションシステム構築”と“Excel VBAを

ベースとしたモデリング作業の自動化”を行った。自動化の部分では、chatGPTをVBAプログラミングに活用することで、

プログラミング工数を6割削減することができた。

開発技術センター金型技術部 金型設計BL

近藤 真人 様

金型設計システム環境と使用ツール

開発技術センター金型技術部 金型設計BL

亀井 達也 様

金型領域の3Dデータ活用が進むと、ダイレイアウト設計

だけが2Dで取り残されている状況になっていた。そこで、

CADmeisterの新機能として3Dダイレイアウトがリリー

スされたのを機に3D化にも取り組むことになった。

「Excel連携という機能がある時点でVBAプログラミン

グを活用すれば、上手く制御できるのではないかとの発

想はあったのですが、プログラマーではない私たちは、

その知識をどう補完すればよいか考えていました。その

結果、ChatGPTにたどりつきました。」（亀井氏）

金型設計工数の削減率比較

現時点での実績は、従来の1年目設計者の工数を100％と

して比較すると、4年目設計者が最大70%減、1年目設計

者が最大56％減となり、特にモデリング作業において大

きな効果が認められた。

「DL領域で型の構造を作り込んでいくことで検討精度を

あげて、後工程の金型設計工数を下げたいという思いが

ありました。現在はダイレイアウト図を3Dで仕上げると、

金型設計者は担当する工程のデータを取り込み、そのま

ま設計に利用しています。」（近藤氏）
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